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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第106期

第１四半期
連結累計期間

第107期
第１四半期
連結累計期間

第106期

会計期間
自2019年４月１日
至2019年６月30日

自2020年４月１日
至2020年６月30日

自2019年４月１日
至2020年３月31日

売上高 （百万円） 110,159 106,158 585,905

経常利益 （百万円） 4,319 4,473 46,727

親会社株主に帰属する

四半期（当期）純利益
（百万円） 3,290 2,763 32,500

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 7,602 6,906 29,457

純資産額 （百万円） 454,391 461,937 464,235

総資産額 （百万円） 595,647 602,726 654,279

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 15.17 13.20 150.19

潜在株式調整後

１株当たり四半期（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 76.1 76.4 70.8

（注）１ 当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してい

ない。

２ 売上高には、消費税等は含まれていない。

３ 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載していない。

 

 

２【事業の内容】

 当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はない。また、主要な関係会社に異動はない。

 上記のほか、その他の関係会社である関西電力㈱が2020年４月１日付で一般送配電事業を会社分割により関西電力

送配電㈱に承継させたことに伴い、同日より配電工事及び送電線工事等の受注先が関西電力送配電㈱に変更となって

いる。
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第２【事業の状況】
（注）１ 記載金額は消費税等抜きの金額で表示している。

２ 百万円未満の端数を切捨てて表示している。

 

１【事業等のリスク】

 当第１四半期連結累計期間において、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更

があった事項は、次のとおりである。なお、文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において判断し

たものである。

 また、以下の見出しに付された項目番号は、前事業年度の有価証券報告書における「第一部　企業情報　第２　事

業の状況　２　事業等のリスク」の項目番号に対応したものである。

(3) 大規模自然災害及び感染症の発生

 新型コロナウイルス感染症が世界的に流行しており、感染症拡大による経済活動の停滞や、感染症拡大が収束す

る時期を見通すことは難しく、前事業年度の有価証券報告書提出日現在で当社グループの業績及び財務状況に及ぼ

す影響を合理的に見積もることは困難であるとしていたが、経済活動が再開されてきたことから、入手可能な情報

に基づき見積りを行った。見積りの前提としては、感染症の影響が当面の間継続すると想定し、現時点では工事中

断等による業績への影響は軽微であるが、建設需要の落ち込みによる受注工事高の減少、それに伴う完成工事高及

び利益の減少を一定程度見込んでいる。感染症への対応として、社長を本部長とする新型コロナウイルス感染症対

策本部の下、お客様や従業員と家族の安全を最優先に考え、感染予防、拡大防止対策並びに事業継続対策を実施し

ている。

 

 なお、重要事象等は存在していない。

 

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものである。

 

(1）財政状態及び経営成績の状況

 当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響により企業収益が急速に減

少し、雇用情勢が弱い動きとなるなど、極めて厳しい状況にあるものの、緊急事態宣言の解除に伴い、個人消費に

持ち直しの動きがみられるなど、景気は下げ止まりつつある。

 建設業界においては、民間設備投資が弱含んでいるなかで公共投資が底堅く推移したが、技能労働者の不足によ

り、経営環境に厳しさが残った。

 このような景況下、当社グループは2017年度から2020年度までの４年間の中期経営計画を策定し、強い事業基盤

の確立、更なる生産性向上、労働環境の改善と従業員の満足度向上を図るべく、事業活動を展開している。

 

ア）経営成績

当社グループの完成工事高は、前第１四半期連結累計期間に比べ40億円減少し、1,061億５千８百万円（前年同

期比3.6％減）となった。完成工事総利益は前第１四半期連結累計期間に比べ12億３千５百万円増加し、179億４千

万円（前年同期比7.4％増）となった。完成工事高は減少したものの、完成工事総利益率が1.7ポイント上昇した結

果、完成工事総利益は増加した。

営業利益は、前第１四半期連結累計期間に比べ２億３千３百万円増加し、35億８千８百万円（前年同期比7.0％

増）となった。販売費及び一般管理費が増加したものの、完成工事総利益が増加したため、営業利益は増加した。

営業利益率は3.4％となっており、前第１四半期連結累計期間と比べ0.4ポイント上昇した。

経常利益は、前第１四半期連結累計期間に比べ１億５千４百万円増加し、44億７千３百万円（前年同期比3.6％

増）となった。

親会社株主に帰属する四半期純利益は、前第１四半期連結累計期間に比べ５億２千６百万円減少し、27億６千３

百万円（前年同期比16.0％減）となった。

営業利益、経常利益は前年同期実績を上回ったが、完成工事高、親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同期

実績を下回った。
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イ）財政状態

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末と比べ599億６千９百万円減少し、3,568億３千１百万円（前年度末比14.4％減）

となった。減少の主なものは、受取手形・完成工事未収入金等で、売上債権の回収が順調に進んだことが要因であ

る。手元資金（現金及び現金同等物）は、34億９千２百万円減少し、1,455億１千６百万円となった。手元資金の

減少は、仕入債務や法人税、配当金の支払い等が、売上債権の回収等を上回ったことが主な要因である。

固定資産は、前連結会計年度末と比べ84億１千５百万円増加し、2,458億９千５百万円（前年度末比3.5％増）と

なった。有形固定資産は、８億６千万円減少し、987億２千３百万円となった。新規取得及び除売却に特に大きな

ものはなく、主に減価償却による減少となっている。投資その他の資産は、前連結会計年度末に比べ93億１千７百

万円増加し、1,420億７千６百万円となった。株価上昇に伴う投資有価証券の増加が主な要因である。

これらの結果、総資産は、前連結会計年度末に比べ515億５千３百万円減少し、6,027億２千６百万円（前年度末

比7.9％減）となった。

 

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末と比べ512億１千６百万円減少し、1,183億５千８百万円（前年度末比30.2％減）

となった。減少の主な要因は、材料費等の仕入債務の支払いが進んだことによる支払手形・工事未払金等の減少と

法人税等の支払いによる未払法人税等の減少による。

固定負債は、前連結会計年度末と比べ19億６千１百万円増加し、224億３千万円（前年度末比9.6％増）となっ

た。株価上昇に伴う繰延税金負債の増加が主な要因である。

これらの結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べ492億５千４百万円減少し、1,407億８千９百万円（前年度

末比25.9％減）となった。
 
（純資産）

株主資本は、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上による増加、株主配当及び自己株式取得による減少等の

結果、前連結会計年度末と比べ64億３千６百万円減少し、4,281億８千１百万円となった。その他の包括利益累計

額は、株価上昇に伴うその他有価証券評価差額金の増加等により、前連結会計年度末と比べ42億３千４百万円増加

し、325億５千万円となった。

また、非支配株主持分は12億５百万円となった。

これらの結果、純資産は、前連結会計年度末に比べ22億９千８百万円減少し、4,619億３千７百万円（前年度末

比0.5％減）となった。なお、自己資本比率は、前連結会計年度末より5.6ポイント上昇し、76.4％となった。

 

(2）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

 前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の重要な会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はない。なお、新型コロナ

ウイルス感染症が会計上の見積りに与える影響について、四半期連結財務諸表作成時点において入手可能な情報を

基に検証等を実施している。

 

(3）経営方針・経営戦略等

 当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について、重要な変更は

ない。

 

(4）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

 当第１四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について、重

要な変更はない。

 

(5）研究開発活動

 当第１四半期連結累計期間における当社グループの研究開発活動の金額は、１億２千４百万円である。

 なお、当第１四半期連結累計期間において、研究開発活動の状況に重要な変更はない。

 

(6）経営成績に重要な影響を与える要因

 当社グループの経営成績に重要な影響を与える可能性のある要因は、経済状況の変化や得意先の倒産等による不

良債権の発生などが考えられるが、市場の変化や得意先のニーズに迅速かつ適切に対応してリスク回避に努めてい

く。
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(7）資本の財源及び資金の流動性についての分析

当社グループの資本政策の基本方針について、前事業年度の有価証券報告書の記載から重要な変更はない。

また、資本の財源及び資金の流動性の状況については、前連結会計年度末から重要な変動はなく、当第１四半期

連結会計期間末時点において当社グループは、円滑に事業活動する上で必要な資金の流動性及び財務の健全性を確

保していると認識している。

 

 

３【経営上の重要な契約等】

 当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はない。

 

 

EDINET提出書類

株式会社きんでん(E00075)

四半期報告書

 5/17



第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 600,000,000

計 600,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数（株）
（2020年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（2020年８月12日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 218,141,080 218,141,080
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数は100株で

ある。

計 218,141,080 218,141,080 － －

（注） 1944年８月26日設立時の現物出資額 2,360株（建物・機械・工具：118千円）

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

 該当事項なし。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

 該当事項なし。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項なし。

 

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
 

（千円）

資本金残高
 

（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

2020年４月１日～

2020年６月30日
－ 218,141,080 － 26,411,487 － 29,657,255

 

 

（５）【大株主の状況】

 当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はない。
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（６）【議決権の状況】

 当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載するこ

とができないことから、直前の基準日である2020年３月31日の株主名簿により記載している。

 

①【発行済株式】

    2020年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 6,702,700

完全議決権株式（その他） 普通株式 211,325,900 2,113,259 －

単元未満株式 普通株式 112,480 － １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数  218,141,080 － －

総株主の議決権  － 2,113,259 －

（注）１ 「完全議決権株式（その他）」欄には株式会社証券保管振替機構名義の株式が800株含まれている。また、

「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数８個が含まれている。

２ 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式61株、株式会社証券保管振替機構名義の株式81株

がそれぞれ含まれている。

 

②【自己株式等】

    2020年３月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社きんでん

大阪市北区本庄東

２丁目３－41
6,702,700 － 6,702,700 3.07

計 － 6,702,700 － 6,702,700 3.07

 

 

２【役員の状況】

 該当事項なし。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載している。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2020年４月１日から2020

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、ひびき監査法人による四半期レビューを受けている。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2020年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金預金 50,791 50,044

受取手形・完成工事未収入金等 220,635 160,890

有価証券 107,002 100,500

未成工事支出金 18,076 24,997

材料貯蔵品 1,502 1,779

預け金 10,000 10,000

その他 10,518 9,995

貸倒引当金 △1,725 △1,377

流動資産合計 416,800 356,831

固定資産   

有形固定資産   

建物・構築物 96,067 95,985

機械・運搬具 40,130 40,259

工具器具・備品 11,604 11,542

土地 57,851 57,843

建設仮勘定 140 74

減価償却累計額 △106,210 △106,982

有形固定資産合計 99,584 98,723

無形固定資産 5,136 5,095

投資その他の資産   

投資有価証券 114,032 123,263

長期預け金 10,000 10,000

退職給付に係る資産 2,702 2,871

繰延税金資産 1,392 1,355

その他 5,526 5,453

貸倒引当金 △894 △867

投資その他の資産合計 132,758 142,076

固定資産合計 237,479 245,895

資産合計 654,279 602,726
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2020年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 87,705 55,386

短期借入金 15,817 16,763

未払法人税等 12,183 2,160

未成工事受入金 10,925 18,384

工事損失引当金 2,434 1,755

完成工事補償引当金 605 626

役員賞与引当金 225 －

その他 39,677 23,281

流動負債合計 169,575 118,358

固定負債   

長期借入金 26 21

繰延税金負債 309 2,261

役員退職慰労引当金 207 186

退職給付に係る負債 19,665 19,729

その他 260 231

固定負債合計 20,469 22,430

負債合計 190,044 140,789

純資産の部   

株主資本   

資本金 26,411 26,411

資本剰余金 29,136 29,136

利益剰余金 388,879 388,048

自己株式 △9,810 △15,416

株主資本合計 434,617 428,181

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 29,674 34,142

為替換算調整勘定 △864 △1,189

退職給付に係る調整累計額 △493 △402

その他の包括利益累計額合計 28,316 32,550

非支配株主持分 1,301 1,205

純資産合計 464,235 461,937

負債純資産合計 654,279 602,726
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間

(自　2019年４月１日
　至　2019年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年６月30日)

完成工事高 110,159 106,158

完成工事原価 93,454 88,218

完成工事総利益 16,704 17,940

販売費及び一般管理費 13,350 14,352

営業利益 3,354 3,588

営業外収益   

受取利息 51 53

受取配当金 905 858

その他 232 254

営業外収益合計 1,189 1,166

営業外費用   

支払利息 34 34

支払補償費 1 147

その他 188 99

営業外費用合計 224 281

経常利益 4,319 4,473

特別利益   

投資有価証券売却益 － 548

退職給付制度改定益 1,603 －

その他 82 0

特別利益合計 1,685 548

特別損失   

固定資産除却損 27 4

その他 85 0

特別損失合計 112 4

税金等調整前四半期純利益 5,891 5,017

法人税等 2,599 2,261

四半期純利益 3,292 2,755

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
1 △8

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,290 2,763
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間

(自　2019年４月１日
　至　2019年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年６月30日)

四半期純利益 3,292 2,755

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △3,723 4,468

為替換算調整勘定 16 △408

退職給付に係る調整額 8,016 90

その他の包括利益合計 4,309 4,150

四半期包括利益 7,602 6,906

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 7,581 6,997

非支配株主に係る四半期包括利益 20 △91
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

 

 

当第１四半期連結累計期間

（自　2020年４月１日

　　至　2020年６月30日）

税金費用の算定方法 　税金費用の算定については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の

税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引

前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算している。

 

 

（追加情報）

（会計上の見積りを行う上での新型コロナウイルス感染症の影響の考え方）

新型コロナウイルス感染症の今後の広がり方や収束の時期を見通すことは困難であるものの、経済活動が再

開されてきたことから、四半期連結財務諸表作成時点において入手可能な情報に基づき会計上の見積りを行っ

た。見積りの前提としては、感染症の影響が当面の間継続すると想定し、現時点では工事中断等による業績へ

の影響は軽微であるが、建設需要の落ち込みによる受注工事高の減少、それに伴う完成工事高及び利益の減少

を一定程度見込んでいる。

なお、今後の新型コロナウイルス感染症の収束の時期や建設市場の動向等により、当連結会計年度の当社グ

ループの財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に影響を及ぼす可能性がある。

 

（表示方法の変更）

（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間において独立掲記していた営業外費用の「為替差損」は、金額的重要性が乏し

くなったため、当第１四半期連結累計期間より営業外費用の「その他」に含めて表示することとした。ま

た、前第１四半期連結累計期間において営業外費用の「その他」に含めていた「支払補償費」は、金額的重

要性が増したため、「支払補償費」として独立掲記することとした。この表示方法の変更を反映させるた

め、前第１四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表の組替えを行っている。

この結果、前第１四半期連結累計期間の四半期連結損益計算書において、営業外費用の「為替差損」に表

示していた110百万円及び「その他」に表示していた79百万円は、営業外費用の「支払補償費」１百万円、

「その他」188百万円として組み替えている。

 

前第１四半期連結累計期間において独立掲記していた特別損失の「投資有価証券評価損」は、金額的重要

性が乏しくなったため、当第１四半期連結累計期間より特別損失の「その他」に含めて表示することとし

た。この表示方法の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表の組替えを

行っている。

この結果、前第１四半期連結累計期間の四半期連結損益計算書において、特別損失の「投資有価証券評価

損」に表示していた82百万円及び「その他」に表示していた２百万円は、特別損失の「その他」85百万円と

して組み替えている。

 

（四半期連結貸借対照表関係）
 

 保証債務

下記の会社の共架・共用料金に対する支払保証を行っている。

 
前連結会計年度

（2020年３月31日）
当第１四半期連結会計期間

（2020年６月30日）

BAN-BANネットワークス㈱ 20百万円 66百万円
 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）
 

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していない。なお、第

１四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりである。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 2019年４月１日
至 2019年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 2020年４月１日
至 2020年６月30日）

減価償却費 1,257百万円 1,463百万円
 

EDINET提出書類

株式会社きんでん(E00075)

四半期報告書

13/17



（株主資本等関係）
 
Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自2019年４月１日 至2019年６月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月25日

定時株主総会
普通株式 3,471 16.0 2019年３月31日 2019年６月26日 利益剰余金

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自2020年４月１日 至2020年６月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月24日

定時株主総会
普通株式 3,594 17.0 2020年３月31日 2020年６月25日 利益剰余金

 

２．株主資本の金額の著しい変動

当社は、2020年１月30日開催の取締役会決議に基づき、当第１四半期連結累計期間において自己株式

3,334,200株を取得した。この結果等により、自己株式が5,605百万円増加し、当第１四半期連結会計期間末の

自己株式は15,416百万円となった。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自2019年４月１日 至2019年６月30日）

報告セグメントは設備工事業（建設事業）のみであるため、記載を省略した。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自2020年４月１日 至2020年６月30日）

報告セグメントは設備工事業（建設事業）のみであるため、記載を省略した。

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりである。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 2019年４月１日
至 2019年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 2020年４月１日
至 2020年６月30日）

 １株当たり四半期純利益               （円） 15.17 13.20

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（百万円） 3,290 2,763

普通株主に帰属しない金額       （百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益                   （百万円）
3,290 2,763

普通株式の期中平均株式数         （千株） 216,951 209,312

（注） 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載していない。

 

（重要な後発事象）

 
　該当事項なし。

 

２【その他】
 

　該当事項なし。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 

  該当事項なし。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

2020年８月12日

株式会社きんでん

取締役会 御中
 

ひびき監査法人

大阪事務所

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 道   幸   靜   児   印

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 安   原         徹   印

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 藤   田   貴   大   印

 
監査人の結論
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている

株式会社きんでんの2020年４月１日から2021年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間
（2020年４月１日から2020年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年
６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算
書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般

に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社きんでん及び連結子会社
の2020年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正
に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。
 

監査人の結論の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期

レビューを行った。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半
期レビューにおける監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関す
る規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任
を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠

して四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚
偽表示のない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整
備及び運用することが含まれる。
四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を

作成することが適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結
財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示す
る責任がある。
監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視

することにある。
 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立

の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レ

ビューの過程を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他
の四半期レビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要
な不確実性が認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表におい
て、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に
表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関
する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記
事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でな
い場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められてい
る。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や
状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連
結財務諸表の作成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連す
る注記事項を含めた四半期連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎と
なる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠
を入手する。監査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して
責任がある。監査人は、単独で監査人の結論に対して責任を負う。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レ

ビュー上の重要な発見事項について報告を行う。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を

遵守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去
又は軽減するためにセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。
 

利害関係
会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべ

き利害関係はない。
 

以　上
 
 

(注)１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管している。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていない。
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